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問題意識

学問が成立するには、いわゆる学問の定義や

本質を整える内的条件と、当該学聞を教育研究

する高等教育機関の存在および関連学会等の発

足などの外的条件が必要である。すなわち、高

等教育機関において学部や学科が創設されるこ

とは当該学問の固有の独立を宣言することでも

あり、他方、広くその学問の認知を社会に要請

するものでもある。近年、大学には今まで以上

に建学の精神に基づく大学の理念とその具体的

な組織やカリキュラムなどをすべて整合し、他

の教育機関との差異性や独自性を明確にするこ

とが求められてきている。拙稿で高等教育機関

の中でも特に大学(高専、短期大学、大学院を

除く)を取り上げる目的のひとつは、こうした

近年の動向から、その背景にある学問の動向を

推察するためにある。

平成 3(1991)年に文部科学省(以下、文科

省と表す)は大学設置基準の大綱化を図り、以

後、大学の個性化・特色化を積極的に進めてき

た。しかしながら、近年、多様化したことによ

って生じてきた学士課程や各分野の教育におけ

る最低限の共通性について、文科省は「あるべ

き姿Jを模索すべきとの見解を示した九その

方針に基づき、検討の要請を受けた日本学術会

議は、大学教育の分野別質保証の在り方につい

て、教育課程編成上の参照基準を策定すること

を以て回答することになったに現在では、法

学、経営学、統計学、家政学、言語・文学分野

などが参照基準の策定を終えている。

参照基準策定の当初の目途は学士力育成を確

実にするために、「学ぶこと」の本質的意義を

同定し共有し、自主的な教育改善を大学に促す

ことが目途にあった。しかし、学びの本質を問

うことは、同時に学部教育の背景にある学問の

固有の特性や世界の認識および世界への関与の

仕方を問うことに繋がり、結果として学問の在

り方をも関われることになったのである。

冒頭で述べたように、学問と教育というもの

は明確に分別される世界でありながら、他方連

動し相乗しているというー側面がある。その意

味では人間や社会の状況を反映し常に動態であ

る学問の形を掴むことは難しいが、その志向の

一部は大学における学部や学科の設置において

具現するので、これらの状況を捉えることによ

り学問の変容の一端を知ることが可能となる。

拙稿ではこのような状況を踏まえた上で、児

童系学部・学科の動向から、対象への学問的ア

プローチを推考する。もとより、「児童Jに注
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目したのは、筆者が以前に家政学部の歴史的変

容について論究したことに拠る九そもそも「児

童学科」という名称は家政学部に固有のもので

あったが、現在、家政学部が在る 16大学のうち、

児童系学科がある 6大学の学科名称、は、「児童

学科J5校、「児童教育学科J1校である。大学
設置の規制緩和後、家政学部の一部は生活科学

部へと名称変更したが、名称変更後に従前から

の「児童学科Jという名称、を引き続き用いたの
は生活科学部12校中わずか 2校であった。す

なわち、生活科学部においては「人間・環境科

学講座」や「人間生活学科Ji人間福祉学科J
などの中に子どもを対象とした専攻やコースが

一部にあるものの、その対象の前提となるのは

まずは「人間Jへの理解にあり、「児童Jに限
定したアブローチが学科名称、には表出しなくな

ったのである。

このように、児童へのアブローチは家政学部

と、家政学部から名称変更した家政系新学部で

は大きく異なっているが、先の拙稿においては

家政系学部における状況の変容に限った分析で

あったため、今回は家政系学部以外の学部にま

で視野を拡げた。児童へのアプローチは近年多

様な展開がみられており、この状況を以てあら

ためて家政学部および家政学における児童への

アブローチを省察し、その可能性を見出したい。

なお、今回の拙稿の標題にある「高等教育」が

示すところは大学に限定し、高等専門学校や短

期大学、大学院などその教育の最終目的が異な

る機関を対象から外した。また、その対象を私

立大学に限定したのは、設置基準の緩和後、建

学の精神に基づいてその独自性を際立たせるた

めの学部・学科名称の変化が著しいからである。

さらに、拙稿の標題に用いた「児童Jr児童
系」という概念は、一般に解釈される児童の概

念(主として年齢や学齢など)とは異なり、家

政学における「児童j領域の解釈をペースにし

ていることを特筆しておく。前述した日本学術

会議による「家政学分野の参照基準J4)におい

ては、児童領域を「子どもを産み育てることに

関する領域であり、子どもが生まれてから自立

するまでの期間のより良い保育の在り方を提案

することを目標jとすると記されている。すな

わち、家政学における児童領域は「保育Jに重
点が置かれているのが特徴である。

一般的には、「児童」とは子どものことであ

り、学校教育法では初等教育期間にあたる満 6

-12歳までを学齢児童とし、児童福祉法では

満18歳未満の子どもを指し、児童期とは幼児

期と青年期の聞を指している九拙稿では、前

術したように家政学分野が主として従来から保

育の対象としてきた乳幼児期の子どもを対象の

中心に据え、その範囲をおおよそ学齢児童にま

で拡げた対象を「児童jと定めて表現する。ま

た、保育と教育の解釈には重なる部分があるも

のの、拙稿における学部や学科名称、のキーワー

ドとして引用する場合は、上記の理由から明確

に分別し追究することにしたo

総じて、拙稿では高等教育における学部・学

科名称を通して、主として乳幼児を中心とした

「児童Jがどのように追究されているのかを探
り、その背景にある学問の志向について一考を

試みたい。

【いわゆる「児童Jは、どのような枠組みで学
修されているのか】

標記を確かめるための文献として財団法人文

教協会が発行する『全国大学一覧jを用いた。

上記発行団体は文科省の外郭関連団体であり、

かつては文部省高等教育局大学課が監修してい

た文献であるo 昭和24(1949)年以後毎年発

行されており、大学と大学に関連した施設の一

覧(学長名、所在地、学部、学科、専攻名およ

びそれぞれの設置年度等)と大学に関する統計

が掲載されている。一覧の備考欄には、当該大

学が学部や学科を設置・改称・廃止等した年度

等がすべて記されており、歴史的動向が把握で

きる。拙稿に示した図表は、筆者が上記文献よ

り適宜抜粋し作成したものであるが、各大学の
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HPからもその記述内容を追確認した。
1)児童系学部の出現と数的推移

先に示したように、学部・学科・専攻の名称、

はその背景にある学問の存在を反映しているも

のである。表 1は、児童系・教育系学部数の

推移であるo ここでいう児童系学部とは、その

名称、に「児童JiこどもJi子どもJという要諦
(キイワードのこと、以下「要語Jと表す)が
含まれているもの、および「保育jの要語が含

まれているものを指す。前述したように、当初、

家政学部において設置された児童学科において

は、主として乳幼児期の子どもに基軸を置き、

学童期や青年期までの子どもへとその対象を拡

げてきた経緯がある。そこで、表 1では主と

して学童期と青年期までの子どもを対象とする

課程を持つ教育系学部の設置数と比較してみ

た。これによると戦後の新制大学発足後、主と

して国立大学に置かれていた教育学部の数は昭

和45(1970)年頃まで変化はなかったが、大

きな変化を遂げるのは平成 3年の大学設置基

表1.児童系・教育系学部数の推移

~ 
児童系学部 教育系学部

国立公立私立 国立公立私立

平成24(2012) 27 51 2 41 

平成23(2011) 27 50 2 37 

平成22(2010) 24 50 32 

平成17(2005) 6 51 。16 
平成12(2000) 55 。14 
平成7(1995) 56 14 

平成2(1990) 57 13 

昭和60(1985) 57 12 

昭和55(1980) 57 12 

昭和田 (1975) 54 1 11 

昭和45(1970) 54 9 

E話各年度の f全国大学一覧J(焼事時の平成24年度版1;1、発行者・雨宮忠、
発行所・財団法人文教ts会)を多照し、作成。
※悶利 45~院から平成 22 年度までは 5~ごと。
S詰児tit~とは、学部名に『児liîJrこどもH子どもH保育」などの要額が
合まれているもの。(表 3~照)
波紋育系と1;1、学館名に「数'I'1Jの嬰31iが含まれているもの。紋育学郎の他、
文教育学館、学芸学館、学枚数育学館、学校敏郎学館、人間放育学僚、敏
1t文化学郎、教育福祉学部、文化事t育学館、池波紋育文化学錦、現代教育
学郎などを含む。

準の緩和後10年を経てからである。この問、

いわゆる国立大学における教育系学部の設置数

は減少し、他方、私立大学における設置が急増

する。表1の備考欄に示した学部名称、を見ると、

従来からの「教育学部Jという名称、とは異なり、
「学校教育学部Ji学校教師学部Ji人間教育学部J
など多様な学部が展開されていることがわか

る。

一方の児童系学部も同時期に大きく変化す

るo 平成13(2001)年度に「児童学部Ji保育
学部」の 2学部が誕生したのを皮切りに、お

およそ10年間にその数値は27校となった。教

育系学部のこの間の設置数の伸び率と比べる

と、児童系学部の設置数が際立つていることが

わかる。

2)児童系学部・学科・専攻の設置状況

表2は、「児童Ji子どもJiこどもJi保育」
の要語が、学部名、学科名、専攻名(専修やコ

ース名称、は除く)に含まれている大学の名称、な

どを一覧にしたものである(当該要請に・印を

付した。...は女子大学)。

平成24(2012)年度の我が国における大学

設置数は771校で、そのうち私立大学は603校

であったが、いわゆる児童系学部・学科・専攻

が置かれている大学は137校(22.7%)であった。

うち、女子大学は39校であったが、現在、全

国に74の女子大学があることから、その

52.7%に児童系学部あるいは学科や専攻が設置

されていることがわかった。

前項で述べたように児童系学部は27校ある

が、その他 8割弱は人間科学部、教育学部、

社会福祉学部、家政学部など多様な学部の下に

児童系の関連学科・専攻が設置されていること

がわかったo

なお、学科名称、から一目で児童系とわかるの

は、137校のうちの約9割に上った。しかし、「淑

徳大学国際コミュニケーション学部こども教育

学科Ji浜松大学健康プロデユース学部こども
健康学科Ji名古屋学芸大学ヒューマンケア学
部子どもケア学科」などのように、一見してそ
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大学名
(.6.11女子大学}

1 札甥掌院

2 札毎周隠

3 .6.11女子
4 北海道文敏

5 東北女子

6 盛悶

7 尚銅学院

8 A仙台白百合女子

9 東北舗祉

10 &宮崎学院女子

11 東北文敏

12 E翼線キリスト敏

13 字書E宮共和

14 自問

15 野属医a領経
16 東京領経

17 濁相

18 t竜王学園

19 .6.+文字学園女子

20 11:1*民

21 .6.111村学園女子

n 82 
23 滋旬

24 .6.lI:Im 
25 東京成徳

26 .6.大型E女子

27 畠共立女子

28 ζども敏11宝仙
29 .6..践女子

30 自術学園

31 &白百合女子

32 創信

33 高千fI

34 玉川

35 e京科隼

36 9京平成

37 .6.JI[J:t憲政

38 .6.JI[ll憲政学院

39 品東京事S心

40 疲ltllllJ

41 東京未来

42 東海

43 畠日本女子

44 A日本女子体育

45 文京竿健

46 震蔵野

47 目白

48 立正

49 A鍋倉女子

50 A相偏女子
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表2.児童系学部・学科・専攻一覧

学穆各 学将名
(・h事U著児名盆系}

入学
児盆系学古車・

学専寺・専攻段
(.11児.系} t・U児..) 定員

電量早

人文 -こどt，鎚温 50 H18 

人文 心理 -子どt，心理 50 H12 

人間生活 .511 80 H3 

人間科学 -こども宛遭 ω H22 

窓政 -児盆 60 s45 

文 -児量敏W 140 S弱

総合人間弱象 .子ども 80 H21 

人間 人間鎚遺 -子ども鎚iI 45 H7 

.子ども将学 .子ども敏宵 150 H17 

学釜 -児.a宵 ω H19 

人間将学 -子ども敏宵 90 H21 

x -児貧敏11 -児盆敏11 70 557 

-幼児保育 70 

-子ども生活 -子ども生活 1∞ H22 
綾宵 鐙遺将司R -児2敏宵 1ω H15 

祉会領経 社会徳佳 -こども 40 H22議

生士会舗を止 .保育児盆 150 H16 

.こども -こども 1∞ H18 
人間 .子ども宛iI 120 H17滋

人同生活 -幼児徹宵 150 H13 

.見室敏宵 50 

人回復t! -児宜 1∞ H16 
-こども心理 80 H24 

1m  -幼児敏宵 80 H2 

-児Jla11 40 

国隠 -こども 70 H23 

箇RiIコミュニケーション 人間環境 -こども敏宵 50 

-児盆 -児盆 5∞ H18 
-子ども -子ども 140 H15 

窓a -児盆 -児虫学 切 542 

-児盆敏宵 鈎

lRa -児盆 1ω H19 

-こども級官 -幼児敏宵 1ω H20 

生活平等学 生活文化 -幼児保育 45 H19 

.子ども .子ども 135 H16 

x -児貧文化 -児盆文学・文化 50 559 

敏宵 -児.a11 1ω 551 

人間緑豊酔 人m科掌 -児盆敏宵 20 H18 

事皇官 .$L幼児鎗温 240 H13 

-こども -こども 関 H19 

.見.a11 200 

現代ライフ .鬼盆 1∞ H18 
窓a -児. -児a* 105 s45 

-宵児支鍾 105 

-児aa宵 85 

現代金活 -児宜 由。 H17 

現代文化 -こども文化 ω H16 

人民草寺学 -児a 1∞ H21 
.こども心理 -こども心11 -こども心，11 由。 H18 

-こども保育・a宵 1ω 

ライフデザイン 生活文銀 -子ども:it鋪学 1∞ H21 
京a -児竃 80 523 

体育 スポーツ也sr -幼児宛温学 40 H10 

人間 -児."温 130 H14 

敏宵 -児宜敏宵 150 H23 

人間 -子ども 140 H19 

-児.a11 50 

社会稲祉 -子ども敏宵領経 1∞ H7 
-児2 -児盆 170 H13 

-子ども心温 ω 

学芸 -子ども敏宵 1∞ H19 
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大学
偏-'!(前身}

IStIll年

s43 

H4 (IJ修女子大学}

s36 

H10 

s44 

556 

H14 

H7  

537 

524 

H21 

S42 

H10 {お須大学}

sω 

H13 議見.笥Ii専司書からJr吏

H11 

H14 

H12 議幼児先遣学専ーから変更

H7  

s62 

s62 

S41 

S40 

H元

H4 

担4

524 

H20 

524 

H16 

S40 

s46 

825 

担4

H元 情東京将司F大学}

S61 {帝京鎗街草寺学大学}

524 

s38 

H7  

但4 (l'U!ヱ銀大学}

H18 

524 

523 

S40 

H2 {文京女子大学}

S40 (l'U!野女子大学}

H5 

824 

s34 {京浜女子大学)

524 
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51 園田悶布学園 -子ども未来 -子ども未来 1∞ H22 H13 

52 A東海英和女学院 人間将司E .fJl1子ども 1∞ H22 s63 

53 鍋浜創. -こども敏宵 -幼児厳宵 ω H23 H23 

54 富山園周 -子ども育成 -子ども官I! ω H21 H元

55 金沢IiUI 人間将司直 -こども 40 H18 542 

56 北陸学院 人間o合 -幼児児S敏宵 70 H19 H19 

57 仁雷 人間生活 -子どもa宵 45 H20 H12 

58 中陽学院 -子ども -子ども ω H19 H8 

鈎 東海学院 人間関係 -子ども発jg 関 H18 556 {東海女子大学}

ω 盟クリストファー 生士会舗縫 .こども敏II福後 40 H20 H9 (ll置クリストファー省医大学}

61 浜4量 健康プロデユース .こども健康 ω H16 562 {常11竿園浜銀大傘}

62 汲俗学院
現代コミュ三ケーショ .子どもコミュ三ケ

80 H19 H15 
J ‘ -:，.-ョン

63 富士常11 -保育 .保育 ω H17 H11 

64 2知学寂 .政 .a -こどもの生活 70 H20 541 (2知女子大牢}
65 2知淑徳 領鑑賞献 領経質猷 -子ども領経 50 H22 550 

66 霊知束" 人間 -子ども発jg 切 H18 H12 (l!ua学園大学}
67 A篠花母国 .保育 .保育 145 H13 H9 

68 &金銭学院 人間将司F -現代子ども 120 H13 524 

69 芸学館 健康将司障 -こども健康・敏宵 80 H22 538 {中京女子大学}

70 銅山女学園 敏宵 .子ども発iI 1印 H18 524 

71 中回
現代舷宵 -幼児敏宵 80 H19 539 {中旬工liI大学}

-児貧敏胃 80 

名古屋学主主
ヒューマンケア .子どもケア .子どもケア 80 H16 H13 

72 
-幼児保育 120 

73 名古屋経済 人間生活科学 ..宣宵保育 100 H16 553 (時re竿回大学)
74 名古屋書締 人問錆溜 .子どもR遺 140 H18 545 

75 A名古凪女子
文 -児2敏宵 -児窟紋育学 80 H12 539 

-幼児保育学 120 

76 日本沼f! -子ども宛iI -子ども発遁 150 H19 532 

n びわこ学院 敏宵緬舘 .子ども 80 H20 H20 

78 &京郎女子 R溜敏宵 -児貧 105 H16 524 

7宮 京銀鍋 人間宛iSl -児宜敏宵 120 H22 542 {舗女子大掌}

ω 血岡怠書士女子 現代社会 -現代子ども 1∞ H16 524 

81 花園 社会編ft -児.福祉 ω H21 524 

82 &平安女学院 -予ども -子ども 90 H21 H11 

83 立命館 庫銀事士会 混代社会 -子ども社会 ω H19 523 

84 大阪宵山 健康斜学 .健E置こども ω H20 H16 

85 A犬伝舗11女子 -児蜜 -児. 1ω H21 524 

86 大医総合保育 -児富保育 -児宜保育 80 H20 517 

87 大阪人問符学 人問符竿 -子ども鋪ft 120 H24 H12 

鈎 回天玄 人文章士会 人間稲毛止 .保育 40 H18 542 {四天王寺女子大掌}

飽 A千皿金回 生活軍司学 -児霊 80 H19 H14 

90 絹2 人間発a .子どもRjg 2∞ H17 s33 {綿密女子大学}

91 太慮学院 人間 -子どもR温 50 H24 H9 (m大医大学)
92 常包会学園 .lI1mこどもa宵 .a鼠こども段宵 110 H23 H10 

93 "'~?E女子 -心理こども -こども 80 H22 539 

京大医
-こども .こども 伺 H14 H14 

94 
.アジアこども 25 H23 

95 プール学院 国悶文化 -子ども叡11 ω H19 H7  

96 芦a 臨床敏宵 -児盆敏宵 40 s48 539 

97 関西学院 a宵 -幼児・初等敏宵 280 H20 523 

98 近大復路 直宣宵 -こども未来 関 H19 H18 

鈎 A甲陶女子 人間絢学 .総合子ども 120 H18 539 

1∞ &縛戸海底女子学院 現代人間 -心理こども 切 H16 540 

101 &縛戸fi底女子学院 人間将司直 -子どもRiI ω H19 541 

102 &縛戸銀和女子 先遣徹宵 -児宣敏宵 195 H17 541 (lll.和女子大学)

1ω 縛戸常飽 書室宵 -こども徹宵 ω H23 H19 

104 品園田学園女子 人間敏宵 -児盆敏宵 115 H20 541 

105 姫路濁飽 僅fI保健 -こども保健 50 H17 561 

106 暢場山 現代金活 -こども 100 H21 539 

107 珊太平海 次世代敏宵 -こども岳遭 80 H24 H18 

108 吉備図隠 ，心理 -子ども宛E量級宵 40 H23 H冗

109 〈らし曹作陽 -子ども敏宵 -子ども敏宵 80 H20 541 {作同学園大学}

110 中国学関 .70ども -子ども 70 H17 H13 

111 畠ノートルダム清心女子 人間生活 -児怠 120 546 524 

-123-



共立女子大学家政学部紀要 第 60号 (2014) 

112 焚作 生活符学 -児宜 ω s56 s42 {実作女子文字}

113 比治山 現代文化 -子ども宛遺8宵 70 H21 H5 

114 品広島女学院 人民生活 -幼児魯宵心理 宮B H19 H24 

115 広島文化牢固 学芸Z -子ども 80 H21 H6 {泉大学}

116 舗山平成 m鍾健康 .こども 50 H20 H5 

117 .'R図女子 事量宵 -児R811 110 849 841 

118 III豆 人周科学 -心理巴床・子ども 40 H24 849 

119 術~学院 -子ども -子ども未来 ω H17 842 {栂先女学院大学}

120 山口学芸 敏宵 -子ども8官 60 H18 H18 

121 四国 生活科学 -児2 1∞ H7 841 {四国女子大学}

122 徳島文理 人問生活 -児R 110 s45 841 {徳島女子大学}

123 高低 発遺草寺学 -子ども宛iI 70 H17 H7  

124 畠4盛山lllB女子 人文科学 -心E量子ども -子ども 50 H23 H3 

125 中村学園 811 -児蜜幼児敏II 220 H23 S40 

126 畠徳岡女学院 人間関係 -子ども鎚遺 120 H19 H冗

127 国丸州 -子ども -子ども 80 H20 s43 {佐賀.a大学}
128 a湯水女子 鎗盛生活 -子ども 50 H15 s56 

129 
11..“"‘ 人文 -児宜保育 80 H14 “5 

130 九州ルーテル学院 人文 人文 -こども 40 H19 H8 

131 餓本当院国 祉会福祉 -子ども.8鋸y: 80 H18 s29 (8*筒将大学}
1詑 平成音量量 音量臨 -こども 30 H16 H12 

133 九州保健福y: 金士会福祉 -子どもtillDlY: 50 H19 H10 

134 期九州 人凋宛遺 .子ども敏宵 ω H21 842 

135 a児島田鼠 得益社会 -児量 120 H12 s35 t鹿児島経潟大学)
136 ..児島鈍心女子 田原人関 -こども 45 H13 H6 

137 沖縄 人文 -こども文化 50 H19 849 

-の合It 27 132 狙

滋『平成 24年度全国大学一覧j発行者・雨宮忠、発行所・財閥法人文段目S会.平成例年 から総枠、作成。
波平成24年度大字放771(図立総、公立82、fJ.立603:学生事JfIlを停止している大学及び政送大学を除<.) 

の学部名称、からは、児童系学科が設置されてい

るとは思われない大学もあった。

また、専攻名に至って初めて児童系専攻があ

るとわかる大学も 14校あった。「日本女子体育

大学体育学部スポーツ健康学科幼児教育学専

攻Jr立命館大学産業社会学部現代社会学科子
ども社会専攻Jr九州ルーテル大学人文学部人
文学科こども専攻」などはその例であり、児童

を学修する多様なアブローチがあることがわか

るo

なお、 137校中88.4%の大学における学科設

置数は 1であったが、川村学園女子大学(幼

児教育学科、児童教育学科)、東京家政大学(児

童学科、児童教育学科)中部大学(幼児教育学

科、児童教育学科)の 3校においては 1学部

に2学科が設置されていた。同様に茨城キリ

スト教大学(児童教育専攻、幼児保育専攻)や

大妻女子大学(児童学専攻、児童教育専攻)な

どのように 1学科に児童系の 2専攻以上を持

つ大学は 7校あった。

入学定員の平均は92.1人で、設置申請上の

最大定員は、聖徳大学の 1学部 1学科 (5コ
ース)で500人、最小は高千穂大学の 1専攻

での20名であったo また、 88.3%が平成以後

に設置されており、前項で述べたように大学設

置基準の緩和が契機となっているとみられるo

しかし、これに因らない大学がある。すなわ

ち家政系学部のある東北女子大学、大妻女子大

学、東京家政大学、ノートルダム消心女子大学、

安田女子大学などである。概ね昭和40年代に

児童系学科が設置されているが、なかでも昭和

23 (1948)年度に設置された日本女子大学家政

学部児童学科は、国立のお茶の水女子大学(昭

和24年度設置)と並び、家政学部児童学科の

祖である。その前身である日本女子大学校、東

京女子高等師範学校時代から育児保育専攻があ

り、新制大学発足後においては「児童学Jの教
育研究の創始となった。

前項の表 1では児童系学部として独立して

きた推移を見たが、家政学部の児童学科とは異

なる児童へのアプローチが学科・専攻レベルで

はそれ以上に多様であることがわかる。
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衣 3 . 比!?江系学部名j弥の~泊目IJ設低年度の推移

、、、、、、、、、、
平底 13 ~手直 14 15 16 17 

児童 理量企

見置果

こども こども

半名の節悼 こども果

z 子ども 子ども
子ども

子ども

子ども果

保育 保育A

全'l:1佼 (....C1tc子大学)

3)児童系学部の名称
すでに述べたように児童系学部は27校ある

が、平成 13年度に鎌倉女子大学に 「児虫学部」

が、そして桜花学国大学に 「保育学部」が初め

て児童系学部と して設t置された。

鎌倉女子大学(前身は京浜女子大学)は家政

学日1 1をもって創設され、そこに設iù~ されていた

児虫学科が後にそれぞれ児童学部、教育学部と

して独立への過程を辿ることになった。なお、

家政学部には家政保健学科と管理!栄養学科のみ

が現在もあり、こうした経緋を踏まえると当大

学においては家政 ・教育 ・児童それぞれの差異

性を際立たせる学部名称、が独立の際には必要不

可欠だったと思われる。

他方の桜花学園大学保育学部は、現在学芸学

部(英語学科)とともに設位されてお り、大学

1m学後 3年で独立学部として保育学部を創設

した。保育学部として独立するまで児蛍系学科

はなかったが、保育科ーを有する名古屋知UUJ大学

を併設している。

表3は児童系学部の要語(児蛍 ・こども ・

子ども・保育)別設KL年度の推移を示したもの
である。先に述べたように、平成 13年度に 「児

童学部JI保育学部Jが設位されて以後、 14(O l~ 

m:に東大阪大学に「こども学部」、15(Ol~皮に点

京成徳大学に 「子ども学部jが設i位された。平

成 18(2006)年度には、児童 ・こども ・子ど

もという要諸に 「保育JI心理JI科学」 など新

18 19 20 21 22 23 

児童ゐ 児童A

児宜保育

こども こども

こども心狸 こども鞍背 'じ壇こども企 こども位宵

関節こども
敵官

子ども 子ども 干ども企

子ども

子ども科学 子ども尭it 干ども舷宵 子ども宵成 子ども未来 子ども生活

保育

たな要諾を付した学部名称が現れる。こども ・

子どもの要諸に 「教育JI育成」を付した 「こ
ども教育学部JI国際こども教育学部JI子ども
育成学部」 などが 5 校、こどもという~誌に 「心

理リを付した 「こども心理学部JI心耳目こども
学部Jが 2校、その他 「発達H科学H生前H未
来Jを付 した名称が各 1校あった。

これらの学部名称を系統に分別したところ、

その 48%に 「子どもjの袋詰がmいられ、 続
いて 「こどもJ30%、「児蛍J15%であった。(凶

児置

日'‘

保育

n‘ 

|重11.児童系学部名称の製紙による;W1t

なお、 これら 27学部の保育士資絡、幼権問

教諭および.小学校教諭 ( 1 極)免許のl~紛状況

については、「保育士 ・幼稚園・小学校教諭」

の資格・免許すべてが取得可能なのが15学部、

「保育士・幼稚園教諭のみJが 7学部、 「コー
スにより 3種が可能Jが 5学部であった。児
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童系学部においては、保育士資格の取得がいわ § 

ゆる教育系学部との差異化における 1つの特

徴である。

4)児童系学科の名称

児童系学部がある 137大学のうち、「児童Jiこ
どもJiこどもJi保育Ji幼児・乳幼児」の要
語が含まれている学科の設置数は 132であっ

た。(表 2)なお、学部名称、の段階では「幼児・

乳幼児Jという要請は見られなかったが、学科
名称、には「幼児教育学科Ji乳幼児発達学科J
などとしてこれらの要語が用いられているた

め、分類対象として特出したo

表4はこれらの要語を含んだ学科名称、の要

語別設置年度の推移である。先に述べたように

昭和23年度に設置された日本女子大学家政学

部児童学科が祖であり、その後、平成になるま

で児童学科は概ね家政学部に設置されてきた。

しかし、設置基準が緩和された平成 3(1991) 

年度に、従来の家政学部児童学科とは異なる「幼

児教育学科Ji保育学科」などが登場し、平成
7 (1995)年度に「子ども学科J、平成13(2∞1) 
年度に「こども学科」が設置された。平成13

年度以後 19(2007)年度にかけて、児童系要

語を学科名に付す大学は急増し、 19年度には

新たに20校に設置されるに至った。その後の

新設数は年々減少しているが、その総数は132

学科となっている。

現在では、「子ども」という要語を含む学科

が48校 (36.4%)、「児童」という要語を含む

学科(幼児児童学科、児童保育学科、保育児童

学科含む)は42校 (31.8%)、「こどもJとい
う要語を含む学科は 27校 (20.5%) となって

いる。前項と比べると、「児童」という要語を

含む学科名称、は 3容jあり、「児童」はなおも新

たに設置される名称、の要請として、連綿と用い

られていることがわかる。

5)児童系学部・学科名称にみる領域分布

表 5は、表 2に示した児童系学部・学科・

専攻の名称、に因る分別を一覧にしたものであ

る。左側にA)児童・児童系の学部・学科・専
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高等教育における「児童Jへのアブローチ

表5.児童系名称が付されている学部・学科・専攻別領域分類一覧

A)児童・児童系名称 B)非処m.児童糸名称
学節 鏑分均野2・ 学館名 飯田敏 学科名 位置徹 専攻名 殴置倣 g 側分野・ 学濁名 殴置敏 学科名 飯田敏

児窓 3 児2 19 児盆掌 2 人間 1 人間宛iI 1 

児量保育 1 児盆保育 2 児..量宵 4 現代人間 1 人間科学

保育児2 1 児Jil8宵学 1 国鼠人間 1 人問調栓

児児2宜系・ 児S敏宵 17 児窟文学・文化 人間総合 1 人間瑚lJl 1 

児IU聖書E 1 人間・ 人間生活 5 

児虫領経 1 人間判 人関級官 1 

児S文化 1 傘系 人間発温 4 

こども 3 こども 10 ζども 2 人間草寺学 11 

』ども敏宵 2 こども敏宵 1 こどもの生活 1 I 飽合人間科学 1 

館限こども敏宵 1 国際こども敏宵 1 こども保育・敏II 1 人間生活草寺学 1 

こども心湿 3 こども敏II舗鍾 1 こども敏宵

心理こども 1 こども録湿 3 こども心理

こども心理 2 

ここどどもも系・
心理こども

こども保健

こども健康 1 

鈴鹿こども

こども健康・敏宵 3 

こども文il: 2 

こども朱来 1 

アジアこども 1 

子ども 7 子ども 11 子ども

盆児 子ども生活 118合子ども 1 子どもtlil
子ども敏宵 1 現代子ども 2 子ども心理

児ま 子どもlll! 1 liill子ども 1 子どもケア

子ども発泡 1 子ども生活 1 子ども編後

子ども科学 1 子ども徹宵 8 子ども支鑓~

子ども朱* ， 子ども育成 1 子ども祉会

子ども宛遺 11 

子子どどもも系・
子ども宛m811 2 

心沼子ども 1 

心理臨床・子ども 1 

子ども舗もt t 

子ども敏宵編後 1 

子どもI<a福祉 1 

子ども保育舗tt 1 

子どもケア 1 

子どもコミュニケーション 1 

子ども未来 2 

筑幼児宛醤 1 

幼児8宵 5 幼児保育

幼a幼児児-系
幼児児盆敏宵 1 幼児保育学

児宣幼児敏宵 1 幼児tl逮学

幼児・銅線敏II 1 

幼児敏育心理

保育 2 保育 3 保育

保児育系・育 ーま宵保育 、
」 」

II児支銀

※137大学{表 2) より作成。

攻の名称、を示し、右側には、児童系の学科・専

攻はあるものの、A)の要語を含まないものをB)

非児童・児童系の学部・学科として、その名称、

を示した。すなわち、左側のA)は、児童・こ

ども・子ども・乳幼児・保育という要請が名称、

に表出している一覧である。また、右側の B)

1 人間Ultt 1 

車車宵 12 

現代敏宵 1 

敏宵・ 自床敏宵 1 

敏宵J展 発遺敏宵 2 

次世代敏宵 1 

敏宵領祉 1 

人文 s 人文 1 

人文社会 1 
人文・
人文科学

Jt~君事事忌
文 4 

1 学芸 3 

1 
覧室

現代金活 2 

現代ライフ 1 

1 

t 

-憲政・
ライフデザイン 1 i生活系
生活科学 4 

1 憲政 6 窓&

1 書士会舗縫 7 社会錨tt

領祉事士会 UI鑑賞猷 1 

舗tt系 領祉貫猷 1 生活'!t銀

循社健康 t 

ヒューマンケア 1 

医@保健

健康・ 健康生活

医sr系 健康科学 2 

健康プロデユース 1 

現代文化 2 生活文化 1 
国陪・
国際文化 t 

文化系
国際 1 

3 
宛心温理系・
tl湿科学 録湿草署~ t 

心理 心理 1 

1 人間関係 2 

1 
人間
現代コミュニケーション 1 

関係系
国間コミaニケーション 2 

1 
社会系
現代枇会 1 現代社会

1lI.祉会 t 

体育系 体育 1 スポーツ健康 1 

1 官自陣系 苛自民

の一覧においては、人間・教育・人文・福祉・

健康・文化などの要語を基軸として、それらが

含まれている名称を機械的に分別し、領域・分

野項目ごとに「人間・人間科学系Ji教育・教
育系Jなどと命名したものである。その限りで
この領域・分野名は既存の学問のー領域・専門
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分野に厳密に則したものではない。

しかし、参考までに、表 5の領域・分野に

関して「家政学の参照基準Jでは、「保育、教育、
児童発達、児童臨床、児童福祉、児童文化、家

庭教育などに関する学科目が設定され、・・・隣

接または基礎となる学問分野としては、医学(産

科学、小児医学、小児保健学ほか)、教育学、

心理学、社会学、人間関係学、脳科学、体育、

文学、芸術(音楽、美術など)広範にわたって

いるJ6) と記されている。試みにこれに照らし
てみると、表5にみられる領域・分野において、

とりわけ医学系のアプローチは、「健康Jとい
う要語の限りで学科・専攻名称からは十分みる

ことはできないが、他については、おおよそ上

記内容を網羅していると言える。

なお、「人間・人間科学系」にある「人開発

達学部」は、下方にある「発達・心理系」に置

いてもよく、また、「人間福祉学部Jも「福祉系J
に入れてもよい。問題はどこに視座が置かれ、

またどのような学修方法を取るのかであり、そ

れらを象徴するようないくつかの要諾を併合し

た名称がしばしば用いられていることである。

翻って、このことは児童学や子ども学、人間学

というような総称では示し得ない、対象の一部

を特化し細分して具体的に名称に反映している

ということであり、まさに対象へのアプローチ

が細分化しつつ、多岐にわたっているというこ

とでもある。

さらに、この分類一覧においてしばしば見ら

れるのが「造語Jである。「心理こども(学部)J
「子ども未来(学部)Jr健康こども(学科)Jな
と'の名称、はニュアンスとしては通じるかもしれ

ないが、通常の日本語では用いない言葉であり、

背景となる学問・専門分野がその名称、で実際に

存在し、社会的な認知がなされているのか定か

ではない。

ところで、大学評価・学位授与機構は、平成

21 (2009)年度に学位に付記する専攻分野の名

称、を調査している ηが、その一覧には、「学士(児

童学)Jや「学士(子ども学)Jなどの他に、上

記の「健康子どもJのような不自然な造語も「学
士(健康子ども学)Jとして存在していること

がわかった。

この学位に付記する専攻名称についてはその

在り方を含めて分野の捉え方に検討が加えられ

ることが日本学術会議に求められている ωが、

本来なら、各大学が学部名称や学科名称、を設置

する場面において十分に吟味されるべきもので

あろう。

結語

官頭の問題意識を引き受けると、「児童」へ

のアプローチは多様であったというだけでは済

まされない、ひとつの大きな変化の流れを経て、

ここにきて新たな分岐にあり、その課題が提示

されていると思われる。

児童系学部としての独立化のスピードもさる

ことながら、児童系学科・専攻の名称からは乱

立・雑多とも言える世界がみえる。このことは

その背景にある学問の総合化や分化などによる

新しい分野の創造過程ともとれるが、しかし、

異なった分野の要語を結合した限りの、違和感

のある造語が無造作に学部・学科・専攻名称、に

用いられていることも事実である。前出した「健

康子ども(学科)Jや「心理こども(学部)Jな

どは、その代表である。後者は「心理JrこどもJ
という 2つの要語を併合した上、「こども心理」

とはいわず、「心理Jを強調した形で冒頭に置
き「心理こどもJと表している。もっとも、「こ
ども心理Jということばは従来からの「児童心
理Jの転用でもあろう。よって、この一連の変
節を考えると、私たちはこれもひとつの過程と

して受けとめるべきなのだろうか。

このように、新しい名称を際立たせようとす

るがあまりに、無節操な名称、が増加しており、

その背景にある学問的系統性が関われるといえ

よう。前節で例示した「健康こども学Jもすで
に学士に付加する専攻名称として認められてい

るが、児童系の学問は学部・学科名称、の多様化

とともに、さらに際限なく新たな専門分野が創
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高等教育における「児童jへのアプローチ

られ細分化していく現況にある。

なお、日本学術会議の「学位に付記する専攻

分野の名称の在り方検討分科会Jは、平成24
(2012)年の報告書において、その専攻分野の

種類が平成 17(2005)年度時点で約580に逮

するとし、「その名称、の約 6割は、専ら当該大

学のみで用いられているとして、この過度に細

分化された状態が、真に学問の発展に即したも

のなのか、学生の学習成果を表現するものとし

て適切なのか、能力の証明としての学位の国際

的通用性を阻害するおそれはないのか、懸念を

持たざるを得ない状況jと記している。そして、

具体的な改善策として「類例がなく定着してい

ない名称は避けるように努め、仮にそれを用い

る場合、依拠・関連する既存の学問領域との関

係について説明責任を果たすようにする。」と

の見解を示している。

学部・学科名称はいわば看板であり、学生募

集の御旗でもある。しかし、同時に学問への扉

でもあり、学統を破壊して良いはずはない。報

告書に i6割の学位は当該大学でのみ用いられ
ているJという独りよがりの名称付記の実態が
記されているが、このことは拙稿で調査した学

科・専攻名称に通じるものがあり、たんに「多

様性Jと称して看過することはできない。学問
とその系譜に重大な責任を伴うものであること

の認識が必要である。

では「児童学部Jiこども学部Ji子ども学部J
にはいわゆる児童の各分野を総合化して捉える

要素が揃っているといえるのであろうか。家政

学部児童系学科に照らして考えると、前述した

日本学術会議による「家政学分野の参照基準」

に示された児童学領域における隣接あるいは基

礎学問としてあげられている教育学、心理学、

人間関係学などは資格・免許取得の関連から重

視される位置にあるが、真に子どもの身近な日

常生活について言及する領域がないのが、先の

表 5からもわかる。

「こども(学部・学科)J i子ども(学部・学科)J
という総合的な名称、が新設されているのも、大

人からの保育・教育対象として児童をみるので

はなく、子どもそのものを追究する志向の反映

である。しかし、子どもそのものを抜き出して

対象とする学問は成立するのであろうか。また、

心理学や医学的見地からのみで、子どもそのも

のを総体として捉えることが可能であろうか。

いずれにせよ、学修の場面では、対象を総体化

しつつ、根源的にとらえる作業が少なくとも不

可欠である。

他方、現在の児童へのアプローチにおいては、

子どもをとりまく環境としての家庭や身近な生

活環境について、衣食住などの具体的な日常生

活から追究する視点を多く見ることができなか

った。これは、本来ならば家政学分野が負える

ものであるが、家政学がその役割を十分に果た

せていないといえる。

家政学は他の学問との協働性が強く、ともす

るとそのオリジナルな視座を意識せずに対象に

向かうことができてしまう。家政学部が生活科

学部へ名称変更をした際に、児童学科が他の領

域と複合化され、独自領域となりえなかった一

因はここにもあろう。すなわち、家政学におけ

る児童学のオリジナリテイが十分ではなかった

ことが、その後の児童をとりまく新たな学部・

学科の設置などの今目的状況を招いた一因とも

いえる。

このように拙論は最後に家政学自身の問題性

に戻ってきたが、それは我が国における児童学

科の祖が家政学部にあったことによる。多様化

する児童系学部およびその背景にある学問の系

識において、改めて家政学はオリジナルな見解

を示しうる状況にあるのか、自らに問うほかな

し、。

超少子高齢社会といわれているのにもかかわ

らず、高齢者とは異なり、子どもは学究の対象

となるライフステージ上の特異な存在である。

子どもの保育・教育に関係する学部や学科が増

加しているのは、その対象に対する社会の関心

や課題が山積しているからであり、課題へのア

プローチの方法を社会から求められているので
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ある。

拙論では、学部・学科の人材養成目的やカリ

キュラムなどには言及せず、その名称、のみを分

析対象としたが、今後は、児童系の学部・学科

の実態を把握し確認する必要性があると切に考

える。
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